
 

本会議、常任委員会はインターネット中継（ライブ・録画）も行っています。スマホ・タブレットでも、ご覧になれます。 国立市議会 検索

6月議会（第2回定例会）にお越しください
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開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の〆切：５月31日（火）正午までに議会事務局へご持参
ください。
　なお、提出を希望される方は、書式等のご案内がありますので、
早めに議会事務局へお問い合わせください。
　日程は変更になることがありますので、市のホームページでご確
認ください。
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平成28年（2016年）5月5日

第1回定例会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  平成28（2016）年度の全ての予算案が可決しました
［４～５面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  医療費の急増を受け、４月から国民健康保険税の引き
上げを決定しました ［２面に詳細］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立市まちづくり条例を制定しました［２面に詳細］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  谷保の原風景保全基金が設置されました［３面に結果］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  人権擁護委員２名が再任されました ［３面に結果］
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国連女性差別撤廃委員会勧告の履行を求める意見書案
など議員提案の意見書1件・決議案２件は否決されま
した ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  国立駅近くに駐輪場を求めるものなど陳情３件は不採
択となりました ［３面に結果］

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  ９月議会での意見書採択を受け、正・副建設環境委員
長が大学通り自転車レーン改修について東京都と現状
課題について意見交換しました

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  議会報告会における手話通訳について、広聴委員会が
聴覚しょうがいしゃ団体と意見交換しました

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  新たに３常任委員会のインターネット映像配信が始ま
りました

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  4月15日に国立駅頭で熊本地震災害支援の義援金の募
金活動を行いました
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が
議
決
さ
れ
ま
し
た

5/13日（金）午後7時から午後9時まで
市役所3階会議室

5/14日（土）午後2時から午後4時まで
南区公会堂（「湯楽の里」となり）

どなたでも参加できますので、お気軽にお越しください！

～あなたのご意見をお聴かせください～

◆まち・ひと・しごと創生人口
　ビジョンについて
◆国立駅複合公共施設について
◆子どもについて

テーマ

学び挑戦し続けるまち学び挑戦し続けるまち
ともに歩み続けるまちともに歩み続けるまち
培い育み続けるまち培い育み続けるまち 文教都市くにたち文教都市くにたち
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総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
あ

る
が
、
今
あ
る
自
治
会
を
ど
の
よ
う

に
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

答
自
治
会
加
入
者
を
増
加
さ
せ
た
い
。

自
治
会
連
絡
会
と
い
う
会
議
を
設
け

各
自
治
会
長
と
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

問
第
５
期
は
市
民
、
行
政
が
ど
の
よ

う
な
方
向
に
向
か
う
の
か
。

答
優
先
順
位
を
見
極
め
る
た
め
の
３

つ
の
視
点
と
し
て
①
次
世
代
を
育
成

す
る
、②
安
心
安
全
の
確
保
、③
国
立

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、
を
あ
げ
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
国
立
を
一
言
で
あ
ら

わ
す
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
何
か
。

答
学
び
挑
戦
し
続
け
る
ま
ち
、
培
い

育
み
続
け
る
ま
ち
、
文
教
都
市
く
に

た
ち
と
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
フ
レ
ー
ズ
と
目

標
は
違
う
と
、
議
論
が
分
れ
た
。

問
人
口
減
少
を
食
止
め
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
難
し
い
の
で
は
。

答
何
も
し
な
け
れ
ば
相
当
な
勢
い
で

人
口
が
減
っ
て
い
く
。
食
い
止
め
る

と
い
う
強
い
決
意
を
表
し
た
。
実
際

に
は
減
少
を
緩
や
か
に
し
て
い
く
。

問
富
士
見
台
地
域
の
土
地
利
用
の
方

向
の
と
こ
ろ
だ
け
世
代
の
こ
と
が
触

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
意
図
は
あ
る
の

か
。

答
分
析
す
る
と
富
士
見
台
地
域
の
人

口
減
少
率
が
大
き
い
。
同
地
域
は
市

の
中
心
。
力
強
く
活
力
あ
る
地
域
を

作
る
た
め
、
多
世
代
の
事
を
記
し
た
。

問
南
部
地
域
の
土
地
利
用
の
方
向
性

で
、
企
業
誘
致
は
研
究
開
発
型
や
教

育
産
業
等
の
付
加
価
値
の
高
い
企
業

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

答
企
業
誘
致
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

南
部
地
域
も
含
め
た
「
文
教
都
市
く

に
た
ち
」
を
作
る
事
を
考
え
て
い
る
。

問
「
文
教
都
市
く
に
た
ち
」
と
い
う

の
は
、
昭
和
26
年
文
教
地
区
闘
争
の

中
で
つ
く
り
上
げ
た
経
緯
が
あ
り
、

踏
ま
え
て
ほ
し
い
が
。

答
第
１
期
よ
り
続
い
て
い
る
人
間
を

大
切
に
す
る
と
い
う
崇
高
な
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。

問
可
決
さ
れ
た
場
合
、
質
疑
の
中
で

出
た
意
見
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
他
の
条
例
案
と
同
じ
手
続
き
が
必

要
。
実
施
計
画
や
予
算
、
決
算
の
中

で
各
委
員
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く
。

問
23
年
か
ら
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
基
本
構
想
の
策
定
義
務
は
な
い
。

議
会
に
上
程
し
た
理
由
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
必
要
。

基
本
構
想
は
最
上
位
計
画
な
の
で
、

庁
内
検
討
会
９
回
、
審
議
委
員
会
８

回
、
そ
の
他
懇
談
会
を
開
催
し
３
回

の
起
草
委
員
会
で
丁
寧
に
策
定
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
将
来
に
向
け
て
の
あ
り
方

を
考
え
、
幅
広
い
施
策
を
講
ず
る
観

点
か
ら
賛
成
。

【
反
対
】
基
本
計
画
、
実
施
計
画
は

実
現
し
て
い
く
組
み
立
て
に
な
る
が
、

不
十
分
。

【
賛
成
】
様
々
な
意
見
が
し
っ
か
り

と
集
め
ら
れ
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。

【
賛
成
】
議
決
し
な
く
て
も
良
い
の

に
、
丁
寧
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
高

く
評
価
す
る
。
運
用
を
見
守
り
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。

【
賛
成
】
全
体
と
し
て
曖
昧
だ
が
、

大
枠
は
間
違
っ
て
い
な
い
。

平
成
28
年
３
月
４
日
に
基
本
構
想
に

基
づ
く
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
全
員

協
議
会
で
協
議
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
こ
の
条
例
を
定
め
る
こ
と
で
、
国

立
市
で
少
し
で
も
紛
争
が
無
く
な
る
、

あ
る
い
は
地
域
の
合
意
の
も
と
で
ま

ち
づ
く
り
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
の

理
解
で
良
い
か
。

答
紛
争
の
解
決
方
法
の
１
つ
と
し
て
、

ま
た
、
現
在
運
用
し
て
い
る
開
発
行

為
と
指
導
要
綱
の
条
例
化
と
い
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問
近
隣
住
民
は
良
好
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
観
点
か
ら
、
市
長
に
対
し
意

見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
が
、
市
は
ど
の
程
度
仲
介
役
と
し

て
関
与
す
る
の
か
。

答
今
回
の
条
例
化
に
当
た
り
、
市
も

意
見
調
整
の
仲
介
役
と
い
う
役
割
を

果
た
す
べ
き
と
の
考
え
に
基
づ
き
、

市
民
か
ら
出
た
意
見
に
対
す
る
事
業

者
の
見
解
を
見
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

問
紛
争
防
止
と
い
う
こ
と
で
持
ち
上

が
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
だ
が
、

条
例
が
出
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か

っ
た
理
由
は
何
か
。

答
平
成
15
年
当
時
、
景
観
ま
ち
づ
く

り
条
例
と
い
う
、
景
観
形
成
条
例
と

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
統
合
し
た
条
例

を
検
討
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。
そ
の

後
景
観
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
今
回

さ
ら
に
有
効
で
必
要
な
条
例
制
定
と

い
う
こ
と
で
提
案
に
至
っ
た
。

問
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
の
条
例
化

と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
建
築

基
準
法
の
も
と
で
の
こ
の
条
例
は
、

ど
こ
ま
で
法
的
な
実
効
性
が
担
保
で

き
る
の
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
自
主
条
例
と
い
う
枠
は

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
被
保
険
者
の
生
活
実
態
の
多
面
的

な
分
析
に
つ
い
て
を
問
う
。

答
低
所
得
者
の
生
活
実
態
は
個
別
の

事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、

低
所
得
者
の
負
担
増
が
抑
え
ら
れ
る

よ
う
税
率
を
設
定
し
た
。

問
全
国
に
お
け
る
国
立
市
の
国
保
税

水
準
を
問
う
。

答
ネ
ッ
ト
上
の
「
国
民
健
康
保
険
の

計
算
機
」
と
い
う
民
間
サ
イ
ト
で
は

70
代
夫
婦
世
帯
収
入
340
万
円
で
全
国

２
番
目
に
安
い
自
治
体
と
さ
れ
て
い

る
。

問
今
年
度
の
医
療
費
が
想
定
以
上
に

増
え
た
こ
と
に
つ
い
て
検
証
を
し
た

の
か
。

答
60
歳
以
上
の
方
の
入
院
数
と
そ
の

医
療
費
が
伸
び
て
い
る
。
入
院
１
日

当
た
り
の
単
価
が
高
く
高
度
医
療
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
原
因
。

問
国
民
健
康
保
険
税
率
改
定
に
至
っ

た
理
由
を
問
う
。

答
平
成
30
年
度
ま
で
の
一
般
会
計
か

ら
の
赤
字
繰
入
金
の
平
均
が
12
億
５

千
万
円
と
の
試
算
が
で
た
。
赤
字
繰

り
入
れ
を
６
億
に
と
ど
め
る
た
め
、

差
額
の
３
億
５
千
万
円
を
一
般
会
計

か
ら
の
赤
字
繰
り
入
れ
で
賄
い
、
残

り
３
億
円
は
保
険
税
の
料
金
改
定
で

市
民
の
皆
様
に
負
担
を
お
願
い
し
た

い
と
諮
問
し
た
。

問
条
例
改
正
を
見
送
る
と
、
一
般
会

計
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

答
新
た
な
政
策
事
業
の
実
施
が
困
難

に
な
る
。
長
期
的
に
は
、
不
測
の
事

態
に
備
え
て
の
一
定
程
度
財
政
調
整

基
金
を
貯
め
ら
れ
ず
将
来
的
な
不
安

が
出
て
く
る
。

超
え
ら
れ
な
い
が
、
ま
ず
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
手
続
き
の
前
に
自
主
条

例
の
手
続
き
を
し
て
も
ら
う
事
で
条

例
の
実
効
性
を
高
め
た
い
と
考
え
る
。

問
こ
の
条
例
が
成
立
し
た
後
に
、
今

現
在
建
っ
て
い
る
建
物
が
現
行
法
不

適
格
物
件
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
か
。

答
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
絶
対
高
さ

高
度
地
区
で
は
な
い
の
で
、
不
適
格

に
は
な
ら
な
い
。

問
調
整
会
と
い
う
の
は
、
規
定
さ
れ

て
い
る
近
隣
住
民
と
事
業
者
が
紛
争

に
な
り
そ
う
な
状
態
に
な
っ
た
時
、

回
避
で
き
る
役
目
を
果
た
す
の
か
。

答
調
整
会
は
近
隣
住
民
、
事
業
者
、

市
長
に
も
意
見
陳
述
や
情
報
提
供
を

求
め
、
専
門
知
識
を
活
用
し
て
調
整

案
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
大
規
模
開
発
が
周
知
さ
れ
て
か
ら

地
区
計
画
を
立
て
て
も
難
し
い
と
思

う
。
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
前
も

っ
て
作
っ
て
お
か
な
い
と
効
果
が
な

い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
開
発
計
画
が
起
こ
っ
て
か
ら
作
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
計
画
が

起
こ
っ
て
か
ら
は
手
続
き
の
中
で
意

見
書
や
見
解
書
、
あ
る
い
は
調
整
会

で
調
整
と
考
え
て
い
る
。

建
設
環
境
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
賛
成
】
市
民
独
自
で
地
区
の
条
例

を
作
れ
る
こ
と
や
、
大
規
模
開
発
の

際
も
事
前
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
地

域
を
守
れ
る
条
例
に
な
る
よ
う
期
待

す
る
。

【
賛
成
】
高
さ
制
限
で
は
甘
く
な
っ

た
部
分
も
あ
る
が
、
調
整
委
員
な
ど

の
学
識
経
験
者
が
入
っ
て
調
停
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
）

問
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
赤
字
繰
り

出
し
金
が
３
億
円
減
少
す
る
。
そ
の

一
部
を
健
康
増
進
施
策
に
使
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
医
療
的
な
観
点
か
ら
、
死
亡
率
の

高
い
が
ん
や
高
額
医
療
に
繋
が
る
糖

尿
病
な
ど
に
対
し
て
、
今
後
必
要
な

対
策
を
う
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

福
祉
保
険
委
員
会
で
の
主
な
討
論

【
反
対
／
陳
情
採
択
】
子
育
て
世
帯

へ
の
減
免
な
ど
、
弱
者
に
対
す
る
き

め
細
か
い
制
度
設
計
を
練
り
直
す
こ

と
を
求
め
る
。

【
反
対
／
陳
情
採
択
】
生
活
困
窮
者

の
方
が
ど
の
よ
う
な
医
療
を
受
け
て

い
る
か
実
態
の
検
証
が
さ
れ
て
い
な

い
の
は
問
題
。

【
賛
成
／
陳
情
不
採
択
】
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
を
利
用
し
医
療
費
の
分
析

を
行
い
医
療
費
抑
制
に
向
け
た
的
確

な
施
策
を
強
化
す
べ
き
。

【
賛
成
／
陳
情
不
採
択
】
赤
字
繰
り

入
れ
は
平
成
27
年
度
11
億
円
に
も
上

り
、
今
後
も
一
般
会
計
を
圧
迫
し
続

け
先
送
り
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

値
上
げ
は
苦
渋
の
選
択
。

【
賛
成
／
陳
情
不
採
択
】
社
会
保
険

加
入
者
に
と
っ
て
二
重
払
い
と
な
る

現
状
が
あ
る
。
国
保
制
度
持
続
の
た

め
、
一
定
額
は
や
む
を
え
な
い
。

【
賛
成
／
陳
情
不
採
択
】
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
他
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
放
置
で

き
な
い
。
今
回
の
改
定
で
は
低
所
得

者
へ
の
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

国
立
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
案

国
立
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
案

  

〔
可
決
〕

〔
可
決
〕

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案  

〔
可
決
〕　

〔
可
決
〕　

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
見
直
し
を
求
め
る
陳
情  

〔
不
採
択
〕

〔
不
採
択
〕

国
立
市
第
５
期
基
本
構
想
案
に
つ
い
て

国
立
市
第
５
期
基
本
構
想
案
に
つ
い
て

  

〔
可
決
〕

〔
可
決
〕

建設環境委員会での報告建設環境委員会での報告
総務文教委員会での報告総務文教委員会での報告

9事業について事務事業評価結果が報告9事業について事務事業評価結果が報告 福祉保険委員会での報告福祉保険委員会での報告

○第四期国立市役所地球温暖化対策実行計画を策定
○農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い農業
委員定数の見直しを今後条例改正で提案

○まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの分析と基本構想・計画と連動した総合戦略の策定
○第5次男女平等・男女共同参画推進計画を平成28年4月に策定　○損害賠償履行請求に関
する行政上告受理申立て事件について最高裁不受理　○損害賠償請求控訴事件判決について
原判決を取り消し、損害賠償請求が認められる判決　○総合防災計画について東京都の意見
聴取後修正した修正素案　○給食センター更新計画検討部会の現状

○市報くにたち等発行事業･公民館だより発行事業○コミュニティバス運行補助事業
○農業委員会運営事業○シルバー人材センター運営事業○ふれあい牛乳支給事業他4事業

○第2次健康増進計画が10年計画で策定
○第三次子ども総合計画が8年計画で策定

市から各委員会への行政報告
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会派略称
自＝自由民主党・明政会（青木健・石塚陽一・大和祥郎・石井伸之・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・稗田美菜子・石井めぐみ・渡辺大祐）
共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　公＝公明党（小口俊明・中川喜美代・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）
社＝社民党（藤田貴裕）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）

各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。ご覧ください。 国立市議会 検索

平成28年第１回定例会　　各会派の議案への賛否
自 新 共 公 風 社 こ み 議決

結果７ ４ ３ ２ ２ １ １ １

市
長
提
出

予　

算

平
成
27
年
度

一般会計補正（第６号） 企業誘致促進基金の積立て、公共施設整備基金の積立て、情報セキュ
リティ環境構築、その他契約差金など、１億6,824万円の減額 ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ ◯ 可決

国民健康保険特別会計補正（第３号） 共同事業拠出金の確定など、約3,983万円の減額／ 下水
道事業特別会計補正（第４号） 契約差金など、約１億2,041万円の減額／ 介護保険特別会計補
正（第５号） 居宅介護サービス給付の増、地域密着型介護サービス給付の減など、約358万円
の減額／ 後期高齢者医療特別会計補正（第３号） 前年度繰越金の確定など、約3,450万円の増
額／ 一般会計補正（第８号） 国の地方創生加速化交付金の交付決定に伴う元気高齢者の居場所
づくり事業の前倒し実施により、約3,669万円の増額

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

一般会計補正（第７号） 職員の給与改定、市長等の期末手当引き上げなど、約2,997万円の増
額 ◯ ◯ ×2

退1 ◯
×1
退1 ◯ 退 ◯ 可決

国民健康保険特別会計補正（第４号） 職員の給与改定により、約43万円の増額／ 介護保険特
別会計補正（第６号） 職員の給与改定により、約86万円の増額／ 後期高齢者医療特別会計補
正（第４号） 職員の給与改定により約８万円の増額

◯ ◯ × ◯ × ◯ ◯ ◯ 可決

下水道事業特別会計補正（第５号） 職員の給与改定により、44万円の増額 ◯ ◯ × ◯ ×1
退1 ◯ ◯ ◯ 可決

平
成
28
年
度

一般会計　総額291億2,300万円［４～５面参照］／ 国民健康保険特別会計　総額87億8,352
万円［４～５面参照］ ◯ ◯ × ◯ × × × ◯ 可決

下水道事業特別会計　総額約30億5,120万円［４～５面参照］ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決
介護保険特別会計　総額約51億7,835万円［４～５面参照］ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決
後期高齢者医療特別会計　総額約15億7,983万円［４～５面参照］ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決
一般会計補正（第１号） 年金生活者等支援臨時給付金、臨時福祉給付金、労務単価上昇に伴う
国立駅南第１駐輪場整備工事の設計変更など、約３億5,485万円の増額補正 ◯ ◯ ×2

退1 ◯ × × × × 可決

下水道事業特別会計補正予算（第１号） 労務単価上昇に伴う設計変更など、182万円の増額補
正 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

一般会計補正（第２号） 平成27年度補正予算（第８号）可決に伴う元気高齢者の居場所づくり
事業の前倒し実施により、約3,024万円の減額補正 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

条　

例

新
設

行政不服審査法施行条例　行政不服審査会を設置する／ 行政不服審査法の施行等に伴う関係条
例の整備に関する条例／ 谷保の原風景保全基金条例　水田等の保全のための基金を積み立てる
／ 消費生活センターの組織及び運営等に関する条例　消費生活センターを新設する／ 農業振興
計画審議会条例　次期の農業振興計画を策定するための審議会を設置する／ まちづくり条例　
市民参加のまちづくりや開発の手続き、地域ごとの高さなど開発の基準を定める

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

健全な財政運営に関する条例　財政運営に関する基本事項を定める／ これからの公共施設の在
り方審議会条例　審議会を設置し、管理計画・再編計画を策定する ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

一
部
改
正

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例／ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
／ 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例／ 市税賦課徴収条例　一部の
税減免手続において、マイナンバー利用を取りやめる／ 市立中学校の施設の開放に関する条例
　第三中学校校庭の夜間の校庭開放の使用料を定める／ 特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の利用者負担に関する条例／ 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例／ 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例／ 保健センター条例　子どもの虫歯予防のためのフッ素塗布の料金を引き下げる／ 元
気なくにたち健康づくり審議会条例 「元気なくにたち健康づくり計画」の名称を「健康増進計
画」に変更し、審議会が計画の評価まで行う／ 一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関
する条例　都人事委員会の勧告に基づき任期付職員の給料表を改定し、期末手当てを0.1ヶ月分
引き上げる

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

職員の分限に関する手続および効果に関する条例　人事評価に基づいて、勤務実績が良好でない
職員の分限処分を行う ◯ ◯ ×2

退1 ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

国民健康保険税条例　医療費の急増に伴い、低所得者に配慮しつつ保険税を平均22％引き上げ
る／ 市長等の給与および旅費に関する条例　職員の勤勉手当ての引き上げに伴い、市長等の期
末手当てを0.1ヶ月分引き上げる

◯ ◯ × ◯ × × × ◯ 可決

職員の給与に関する条例　都人事委員会の勧告に基づき職員の給料表を改定し、勤勉手当てを引
き上げるとともに、人事評価を昇給と勤勉手当て支給に反映させる ◯ ◯ ×2

退1 ◯ × ◯ ◯ ◯ 可決

その他

第５期基本構想　平成28（2016）年から12年間の長期的将来ビジョン　基本理念：「人間を
大切にする」　都市像：「文教都市くにたち」  まちづくりの目標：「学び挑戦し続けるまち　
ともに歩み続けるまち　培い育み続けるまち　文教都市くにたち」

◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

市道路線の廃止 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更　２年ごとに見直す75歳以上の高齢者医療の保険料
について、基金を取り崩し区市町村の負担で引き上げ幅を抑えつつ、保険料を改定する ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

人事
人権擁護委員の推薦　土屋眞弓さん 任期：７/１から３年間 無記名投票　◯ 21　　　　 同意
人権擁護委員の推薦　近藤誠さん 任期：７/１から３年間 無記名投票　◯ 20　白票１ 同意

議
員
提
出

決議
意見書

証明書コンビニ交付の予算凍結を求める決議　提出者：関口博議員ほか２名／ ＣＯＰ21パリ協
定を踏まえ、国立市全域の温室効果ガス削減目標値に基づく気候変動対策を求める決議　提出
者：重松朋宏議員ほか２名／ 国連女性差別撤廃委員会勧告を真摯に受けとめ速やかな履行を求
める意見書　提出者：上村和子議員ほか２名

× × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 否決

陳　情

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相談の出来る窓口などの設置
を求める陳情　陳情者：軽度外傷性脳損傷仲間の会代表／ 国民健康保険税の値上げ見直しを求
める陳情　陳情者：国立市民ほか賛成署名者71名

× × ◯ × ◯ ◯ ◯ × 不採択

国立駅近くに駐輪場設置を求める陳情　陳情者：国立駅近くに駐輪場を求める会代表ほか賛成署
名者74名 × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ 不採択

○：賛成　×：反対　退：退席

会派名
議長を除く議員数件 名
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歳
入 

（
質
疑
）

Q
個
人
市
民
税
と
法
人
市
民
税

が
減
少
し
て
い
る
原
因
は
。

A
個
人
市
民
税
は
厚
生
労
働
省

の
給
与
所
得
調
査
に
よ
り
約
0.8

％
か
ら
0.9
％
の
減
で
約
７
千
500

万
円
減
、
法
人
市
民
税
は
平
成

26
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
税

率
変
更
で
約
５
千
400
万
円
減
を

見
込
ん
だ
。

Q
平
成
28
年
度
の
新
た
な
歳
入

増
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

A
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
雑
誌

に
つ
い
て
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の

導
入
、
く
に
た
ち
未
来
寄
附
の

伸
び
悩
み
に
つ
い
て
の
て
こ
入

れ
を
考
え
て
い
る
。

Q
財
政
調
整
基
金
の
ほ
か
、
平

成
28
年
度
、
29
年
度
に
特
定
目

的
基
金
の
取
り
崩
し
は
考
え
て

い
る
の
か
。

A
国
立
駅
周
辺
整
備
基
金
や
平

成
29
年
度
は
退
職
者
の
増
加
を

見
込
ん
で
退
職
手
当
基
金
の
取

り
崩
し
を
予
定
。

Q
中
小
企
業
へ
の
支
援
は
。

A
直
接
的
な
も
の
は
制
度
融
資

の
あ
っ
せ
ん
、
東
京
都
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
性
化
補

助
金
。
間
接
的
な
も
の
で
は
商

工
会
の
支
援
と
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
る
。

Q
都
市
計
画
税
を
引
き
下
げ
る

こ
と
を
考
え
な
い
か
。

A
評
価
替
え
と
共
に
見
直
し
を

し
て
い
る
。
都
市
計
画
事
業
費

に
連
動
し
て
検
討
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

Q
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
減
額
内
容
は
。

A
事
業
の
進
捗
に
よ
り
減
額
。

Q
未
利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
た
の
か
。

A
富
士
見
台
４
丁
目
の
用
地
は
、

今
後
の
政
策
と
の
関
連
で
ど
う

い
う
方
策
に
使
う
か
決
ま
っ
て

い
な
い
。

歳
出 

（
質
疑
）

総
務
費

総
務
費

Q
安
心
安
全
カ
メ
ラ
の
設
置
助

成
の
申
し
込
み
の
地
域
と
件
数

は
。

A
現
在
、
旭
通
り
商
店
会
と
富

士
見
通
り
商
店
会
の
２
商
店
会

か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
。

Q
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
今
後
の

予
定
は
。

A
27
年
度
に
公
民
館
へ
設
置
し
、

28
年
度
は
本
庁
舎
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
と
図
書
館
へ
設
置
す
る
。

今
後
、
実
施
計
画
に
よ
り
駅
前

に
高
機
能
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
設
置
予
定
。

Q
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ

い
て
、
帳
票
で
は
年
間
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
650
万
円
と
出
て

い
る
が
、
実
施
計
画
で
は
950
万

円
と
な
っ
て
い
る
違
い
は
。

A
当
初
、
機
器
類
の
構
成
を
初

年
度
に
一
括
購
入
し
て
５
年
間

で
組
ん
で
い
た
が
、
機
器
類
の

構
成
を
リ
ー
ス
に
組
み
か
え
精

査
し
、
実
施
計
画
へ
載
せ
た
。

Q
防
犯
意
識
啓
発
事
業
の
内
容

と
周
知
方
法
は
。

A
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

で
、
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の

リ
ー
ド
カ
バ
ー
と
バ
ン
ダ
ナ
50

個
を
計
上
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
告
知
し
、
応
募
状

況
に
よ
り
そ
の
後
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

民
生
費

民
生
費

Q
被
保
護
者
自
立
促
進
事
業
の

内
容
は
。

A
就
労
に
当
た
り
上
限
は
３
万

円
で
、
ス
ー
ツ
代
、
携
帯
電
話

代
、
ま
た
保
証
人
の
費
用
等
に

使
わ
れ
て
い
る
。

Q
平
成
27
年
、
待
機
児
童
は
旧

定
義
で
181
人
、
新
定
義
は
139
人

だ
が
、
31
年
度
ま
で
の
子
ど
も

会計区分 28年度当初予算 27年度当初予算 増減率（％）
一般会計 291億2,300万円 299億1,900万円 △2.7

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 87億8,352万円 85億1,321万円 3.2
下 水 道 事 業 30億5,120万円 28億6,072万円 6.6
介 護 保 険 51億7,835万円 49億5,459万円 4.5
後期高齢者医療 15億7,983万円 15億6,116万円 1.2
小 　 　 計 185億9,290万円 178億8,968万円 3.9
合　　計 477億1,590万円 478億868万円 △0.2

平成28年度各会計の予算額

歳　入 歳　出

都支出金
14.3%

公債費
5.4%

消防費
4.2%

その他
3.1%

衛生費
6.1%

市債
4.9%

地方消費税
交付金
5.4%

繰入金
3.2%

使用料及び
手数料1.7% その他

6.1%

291億2,300万円
（100％）

291億2,300万円
（100％）

市税
49.7%

国庫支出金
14.7%
国庫支出金
14.7%

都支出金
14.3%

民生費
49.4%

総務費
9.2%

教育費
8.4%

土木費
14.2%

平成28年度一般会計歳入歳出予算額構成比 

予 算 特 別 委 員 会
一般会計予算と４つの特別会計予算を可決

　適正なスクラップアンドビルドを
新しい議会　４名　認定

　新しい視点である次世代の育成、
国立ブランドの向上、安心安全の
確保、どれも期待する。
　次世代を育成するためには若い
世代への対策もしっかりとする必
要がある。これから子育てをする
世代に余裕がなければ、望んでも
子どもは持てず、また貧困の連鎖
につながっていくことになる。子
どもへの支援とともに若い世代が
余裕を持てるような施策が絶対に
必要である。
　一般会計の予算総額をみると平
成27年と比べると7億9,600万円

減っている。一方でさまざまな予
防医療、健康施策に取り組んでい
ても国民健康保険特別会計の伸び
が抑えられないのは恐ろしいとこ
ろである。歳出面ではなくなった
事業があるもののまだまだ整理が
できていない。財政条例の制定や
ストックマネジメント事業によっ
てスクラップアンドビルドを進め
て行ってほしい。
　保育園民営化、ごみ有料化、ス
トックマネジメントなどすでに動
きつつあるものをしっかりと形に
してほしい。

暮らしのでこぼこをうめて命を守る事を最優先に税金配分すべき
日本共産党　３名　不認定

　今後４年間の実施計画で2016
年は市債と普通建設事業費が突出
し、その分国民健康保険税の繰出
金が押さえてあるのが特徴。市は
稼働率100％の南口第１駐輪場を
壊し西側への建替えに約5億円起
債をし総額15億円かける一方で
加入者の約８割が所得200万円以
下の国保の大幅値上げを出した。
駐輪場建設費の５分の１で値上げ
を抑制できる。命に係わらない駐
輪場の建替えより、他の社会保険
の２倍程の負担となる国保に税金
を配分すべき。グリーンパス有料

化で高齢者の体育館利用は年間延
べ１万人も減少した。グリーンパ
ス免除を復活させ健康作りを促進
すれば医療費削減に繋がる。低所
得者ほど介護率が高い。独居や老
老介護の低所得者も利用できる特
養ホームも必要。教育費率は８％
台で26市平均より低く最低ラン
ク。学校のトイレの抜本改修計画
もない。国立市も一部の譲渡所得
者以外は所得が減少し格差が広が
っている。市民の命と暮らしを守
る施策優先の税金配分の工夫の余
地があったという点で反対とする。

今後も現実を見据えたバランス重視の健全な財政運営に期待！
自由民主党・明政会　７名　認定

　平成28年度当初予算案は普通
建設事業費が大幅減となったもの
の扶助費や公債費の増などにより、
予算規模は高い水準のまま推移し
ている。まずは歳入の臨時財政対
策債を平成27年度に引き続き計
上していないことを評価する。
　主要事業として、特定不妊治療
に対する助成制度新設等の次世代
育成に関する予算の計上を大いに
評価する。南部地域整備に関して
原風景保全も大切な事業であるが
何よりも地域の住民の声を重視し
たインフラ整備を期待したい。防

犯対策強化として通学路安心安全
カメラ整備及び支援事業は、特筆
すべき事業である。
　また、防災体制の充実として、
備蓄管理システムの導入や、徘徊
高齢者の早期発見、保護に防災行
政無線を活用する等の検討も期待
する。
　国民健康保険税率改定は止むを
得ないと考えるが、医療費適正化
事業を強化、継続し疾病予防事業
の更なる強化を図ると共に、被保
険者に対しての丁寧な説明を要望
し、すべての予算案に賛成する。

3月7日から3月10日（4日間開催）　委員長：大和祥郎　副委員長：高原幸雄

平成28年度予算に対する会派代表討論（要旨）平成28年度予算に対する会派代表討論（要旨）

≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計予算に対して≫≪会派名簿順に掲載/認定・不認定は一般会計予算に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。
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月 日号（第1117号）４ ５ 「学び挑戦し続けるまち　ともに歩み続けるまち　培い育み続けるまち　文教都市くにたち」
つちか
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○○に入る数字は
なんでしょう？

国立市は来年の1月1日に
市制○○年を迎えます。
（答えは中面にあります）
（市長室広報担当）

平成28年3月1日現在 対前月比人
口
と
世
帯

男 36,762人 7人減
女 38,185人 26人減
計 74,947人 33人減
世帯数 36,351世帯 17世帯減

私
の
想
い

　

市
長
と
し
て
、１
期
目
は
、「
365
日
24
時
間
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、
社
会
構
想
と
し

て
の「
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進
」を
重
点
に
市

政
運
営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
構
築
し
推
進
す
る
社

会
構
想
づ
く
り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
く
に
た
ち
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
高
齢
化
を
し
っ
か
り
支
え
て
い

こ
う
、
と
い
う
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
今
の
日

本
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る「
少
子
化
」「
生
産
年

齢
人
口（
15
歳
〜
64
歳
人
口
）の
減
少
」に
国
立
市

と
し
て
抗あ

ら
が

い
、
立
ち
向
か
う
こ
と
を
、
こ
こ
に
高

ら
か
に
宣
言
し
ま
す
。

　

私
は
、旧
谷
保
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。「
大
学
町
」

の
開
発
に
伴
い「
国
立
」と
い
う
名
称
が
現
れ
て
か

ら
、
わ
ず
か
90
年
あ
ま
り
で
す
。
そ
の
ず
っ
と
以

前
か
ら
の
甲
州
街
道
を
中
心
と
す
る
村
落
と
畑
作

地
、
さ
ら
に
沖ち

ゅ
う
せ
き積
低
地（
※
１
）に
広
が
っ
て
い
た

豊
か
な
自
然
と
水
田
は
、
国
立
市
の
原
風
景
で
あ

る
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
武
蔵
野
の
山
林
・

雑
木
林（
通
称〝
ヤ
マ
〞）か
ら
薪ま

き

を
得
る
、
ま
た
、

そ
の
落
ち
葉
か
ら
つ
く
ら
れ
る「
た
い
肥
」を
使
っ

て
有
機
農
業
を
営
む
暮
ら
し
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
、

日
本
各
地
に
か
つ
て
あ
っ
た
、
今
や
大
変
貴
重
な

存
在
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る「
里
山
」の
暮
ら
し

そ
の
も
の
で
す
。
私
は
、
そ
れ
が
こ
の「
谷
保
の

原
風
景
」と
し
て
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
起

こ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
原
風
景
を
ぜ
ひ
、

保
全
し
て
い
き
た
い
と
の
強
い
想
い
が
あ
り
ま
す
。

国
立
市
政
の
こ
れ
か
ら

〜
基
本
構
想
と
重
点
分
野
、

そ
し
て
私
の
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
〜

⑴ 

基
本
構
想
の
策
定

　

平
成
27（
２
０
１
５
）年
度
は
、
新
し
い
基
本
構

想
を
策
定
す
る
年
で
し
た
。
国
立
市
の
若
手
職
員

に
よ
る「
20
年
後
の
く
に
た
ち
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
報
告
か
ら
始
ま
り
、
多
く
の
市
民
、
団
体
、

学
識
経
験
者
の
皆
さ
ま
の
想
い
と
英
知
を
結
集
し

て
、「
基
本
構
想
審
議
委
員
会
」に
よ
る「
基
本
構

想（
原
案
）」が
ま
と
ま
り
、「
国
立
市
第
５
期
基
本

　

平
成
28
年
国
立
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月

25
日
〜
３
月
24
日
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
一
夫
市
長
は

平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
、
市
政
の
重
要

課
題
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
概
要
と
平
成
28
年
度
の

主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
経
営
課
政
策
経
営
係

構
想（
案
）」を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　

第
５
期
基
本
構
想（
案
）に
は
、「
人
間
を

に
す
る
」と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
私
が

て
の
政
策
の
根
底
と
し
て
、
非
常
に
大
切
に

て
い
る〈
人
権
・
平
和
〉を
は
じ
め
、
選
挙
の

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
約
束
で
あ
る〈
教
育
・

代
〉〈
生
活
・
福
祉
〉〈
環
境
・
景
観
〉〈
行
政
・
改

な
ど
重
要
な
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
理
想
と
し
、
第
５
期
基
本
構
想

の
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、「
文
教
都

に
た
ち
」で
あ
り
ま
す
。
こ
の「
文
教
都
市
く

ち
」が
魅
力
的
な
ま
ち
と
し
て
、
ま
す
ま
す

す
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、

し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
次
第
で
す
。

⑵ 

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
３
つ
の
視
点

　

第
５
期
基
本
構
想（
案
）で
は
、「
文
教
都

に
た
ち
」に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

　
「
学
び
挑
戦
し
続
け
る
ま
ち　

と
も
に
歩

け
る
ま
ち　

培つ
ち
か

い
育
み
続
け
る
ま
ち　

文
教

く
に
た
ち
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夢
に
満
ち
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め

立
市
の
政
策
の
３
つ
の
視
点（
重
点
分
野
）と

「
次
世
代
の
育
成
」「
安
心
・
安
全
の
確
保
」

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
折
に
ふ
れ「
子
ど
も
は
市
の
宝
」と

て
き
ま
し
た
。「
次
世
代
育
成
」、
す
な
わ
ち

て
支
援
や
教
育
施
策
の
充
実
は
文
教
都
市
く

ち
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え

き
視
点
で
あ
り
、
我
々
の
責
務
で
も
あ
り
ま

　
「
安
心
・
安
全
の
確
保
」は
、
基
本
構
想
策

過
程
で
も
多
く
の
市
民
か
ら
強
い
ご
要
望
を

だ
い
て
い
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
で
あ
る

の
基
本
事
項
で
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

合
い
の
福
祉
が
充
実
し
て
い
る
、
犯
罪
の
少

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
た
が
わ
ぬ
よ
う
、
さ
ら

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
景
観
や
自
然
と
と

個
性
的
な
店
舗
や
ま
ち
全
体
に
広
が
る
文
化

術
の
気
風
、
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た

住
民
意
識
な
ど
の
魅
力
は
、
こ
れ
か
ら
も
貴

財
産
と
し
て
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

り
、「
国
立
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
」は
各
施
策
共

視
点
と
し
て
、
し
っ
か
り
意
識
し
て
い
く
必

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
視
点
を
念
頭
に
、
目
標
の
実

向
け
、
全
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◀　 携帯電話等で
左のＱＲコー
ドを読み取る
と、市ホーム
ページにアク
セスできます。

平成
28年度

学び挑戦し続けるまち ともに歩み続けるまち 培
つちか

い育
はぐく

み続けるまち

文教都市くにたちの実現に向けて

施
政
方
針
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・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
は
、

潜
在
的
な
待
機
児
童
を
ど
の
よ

う
に
計
画
に
落
と
し
込
ん
で
い

る
の
か
。

A
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
で
は
、
実
際
の
旧
定
義
の

人
数
を
用
い
ず
、
子
育
て
に
関

す
る
保
育
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

っ
た
中
で
、
27
年
か
ら
31
年
ま

で
の
待
機
児
童
数
不
足
分
を
計

算
し
た
。

Q
今
、
経
験
豊
富
な
保
育
士
が

貴
重
で
あ
る
。
公
立
保
育
園
で

は
何
名
の
方
が
資
格
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

A
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で

公
立
保
育
園
に
従
事
す
る
職
員

は
正
規
職
員
76
名
、
再
任
用
職

員
５
名
、
嘱
託
員
35
名
、
臨
時

職
員
51
名
の
内
、
保
育
士
資
格

者
は
122
名
で
あ
る
。

衛
生
費

衛
生
費

Q
が
ん
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
調
査
委
託
料
の
内
容
と
具
体

Q
保
険
税
引
き
上
げ
で
低
所
得

者
の
方
に
対
す
る
配
慮
は
。

A
所
得
に
応
じ
て
負
担
が
増
え

る
所
得
割
よ
り
も
、
全
て
の
方

に
か
か
る
均
等
割
を
若
干
低
く

抑
え
た
。
さ
ら
に
均
等
割
は
収

入
に
応
じ
て
軽
減
す
る
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
で
配
慮
し
税
率

を
設
定
し
た
。

Q
国
立
排
水
路
に
関
す
る
地
上

権
設
定
で
、
残
っ
た
課
題
は
あ

る
の
か
。

A
地
権
者
に
理
解
を
し
て
い
だ

け
た
た
め
、
長
年
の
課
題
で
あ

っ
た
地
上
権
に
つ
い
て
は
解
決

し
た
。

的
な
目
標
は
。

A
基
本
的
に
は
40
歳
以
上
の
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
方
を
対

象
に
、
ど
の
よ
う
に
が
ん
検
診

や
健
康
診
査
を
受
け
て
い
る
か

調
査
す
る
。
結
果
を
分
析
し
、

が
ん
検
診
の
内
容
、
実
施
方
法

も
検
討
し
た
い
。
国
立
市
で
は

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
が
非
常
に

多
く
死
亡
率
も
高
い
の
で
、
ど

う
受
診
率
を
上
げ
て
い
く
か
を

大
き
な
目
標
と
す
る
。

Q
第
二
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発

電
設
置
の
効
果
は
。
教
育
に
も

活
か
す
の
か
。

A
災
害
時
に
電
力
供
給
が
ス
ト

ッ
プ
し
た
時
に
賄
う
た
め
に
ス

タ
ー
ト
し
た
事
業
だ
が
、
災
害

が
な
い
時
点
で
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
で
発
電
し
た
も
の
は
日
常
の

照
明
等
に
使
え
、
試
算
す
る
と
、

年
間
10
％
の
電
力
の
効
果
が
あ

る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
等
を
設

置
し
、
環
境
教
育
と
し
て
使
え

る
。

土
木
費

土
木
費

Q
国
立
駅
南
第
１
駐
輪
場
の
新

築
は
、
今
あ
る
駐
輪
場
の
改
修

で
は
不
可
能
な
の
か
。

A
駅
前
は
歩
行
者
空
間
を
広
く

と
る
と
い
う
考
え
の
中
、
用
地

の
確
保
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

移
設
と
な
っ
た
。

Q
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
設
置
が

実
施
計
画
に
な
い
が
、
今
後
ど

う
実
施
し
て
い
く
の
か
。

A
平
成
27
年
度
に
一
橋
大
学
西

側
と
中
央
線
北
側
側
道
、
平
成

28
年
度
は
北
大
通
り
を
予
定
。

そ
の
後
は
自
転
車
対
策
審
議
会

で
方
針
を
決
め
る
。

Q
街
灯
腐
食
の
点
検
方
法
は
。

A
委
託
に
よ
り
、
資
格
を
持
っ

た
者
が
検
査
し
、
採
点
表
を
提

出
し
て
も
ら
う
。

Q
南
部
地
域
整
備
で
の
道
路
改

良
工
事
費
は
、
基
礎
調
査
に
よ

っ
て
変
動
し
な
い
か
。

A
工
事
請
負
費
の
算
定
前
、
前

年
度
ま
で
に
調
査
し
て
い
る
の

で
、
変
動
は
し
な
い
。

Q
さ
く
ら
通
り
街
路
樹
の
土
壌

改
良
の
計
画
は
。

A
今
後
２
、
３
年
残
し
て
い
く

桜
の
土
壌
改
良
を
行
う
。

Q
営
業
係
数
が
改
善
し
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
年
度
途
中

で
も
や
め
る
べ
き
で
は
。

A
青
柳
ル
ー
ト
は
改
善
さ
れ
て

い
る
が
、
他
の
ル
ー
ト
は
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
早
め
の
評

価
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今
後

の
全
体
の
方
向
性
は
。

A
福
祉
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
、

交
通
不
便
地
域
も
残
っ
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
、
経
営
課
題
を

改
善
し
て
い
く
。

消
防
費

消
防
費

Q
災
害
対
策
用
備
品
は
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
か
。

A
現
在
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
管

理
。
専
用
シ
ス
テ
ム
は
、
内
容

を
確
認
し
、
導
入
等
を
検
討
し

て
い
く
。

Q
災
害
対
策
用
備
品
で
、
今
回

新
し
く
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の

の
具
体
的
な
中
身
は
。

A
倉
庫
用
備
品
は
物
品
棚
を
一

式
、
避
難
所
用
備
品
は
避
難
所

11
ヵ
所
に
設
置
す
る
ポ
―
タ
ブ

ル
ス
ロ
ー
プ
を
計
上
。

教
育
費

教
育
費

Q
公
民
館
の
取
組
み
で
あ
る
若

者
支
援
事
業
の
内
容
は
。

A
現
代
的
課
題
を
抱
え
る
若
者

へ
の
取
組
み
、
家
族
を
支
援
す

る
個
別
セ
ミ
ナ
ー
、
広
く
周
知

す
る
た
め
の
講
演
会
。

Q
把
握
し
て
い
る
参
加
者
は
。

A
学
習
支
援
は
概
ね
10
人
、
他

の
取
組
み
も
10
〜
15
人
ほ
ど
参

加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど

も
の
サ
ポ
ー
ト
の
現
状
は
。

A
外
国
籍
及
び
海
外
帰
国
児
童

へ
の
日
本
語
指
導
員
派
遣
や
放

課
後
学
習
支
援
教
室
で
国
語
の

指
導
を
し
て
い
る
。

Q
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
１
名
増
員
さ
れ
て
い
る

が
、
増
強
が
必
要
で
は
。

A
他
部
署
と
連
携
し
情
報
交
換

を
す
る
。
実
際
に
家
庭
訪
問
を

行
う
等
で
進
め
て
い
く
。

Q
合
理
的
配
慮
協
力
員
が
減
っ

て
い
る
が
、
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
る
今
年
度
は
増

員
す
べ
き
で
は
。

A
代
わ
り
に
ス
マ
イ
リ
ー
ス
タ

ッ
フ
を
増
員
し
て
お
り
、
よ
り

現
場
を
支
援
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

Q
ス
マ
イ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
増
員

で
対
応
は
ど
う
変
わ
る
か
。

A
学
級
担
任
と
連
携
し
、
児
童

が
い
か
に
同
じ
場
で
学
習
で
き

る
か
を
課
題
と
す
る
。

Q
介
護
給
付
費
が
大
き
く
減
額

し
て
い
る
が
理
由
は
。

A
移
行
途
中
の
新
総
合
事
業
が

28
年
度
完
全
に
切
り
替
わ
る
こ

と
で
の
減
額
。

Q
新
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
よ

る
利
用
者
負
担
の
変
化
は
。

A
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
る
。

Q
決
算
時
に
は
４
千
万
円
か
ら

６
千
万
円
発
生
し
て
い
る
繰
越

金
が
、
な
ぜ
毎
回
予
算
時
１
千

円
計
上
な
の
か
。

A
決
算
時
に
お
い
て
繰
越
金
の

発
生
が
見
込
め
な
い
た
め
、
頭

出
し
と
し
て
１
千
円
計
上
。

各
特
別
会
計
予
算
へ
の
主
な
質
疑

●
国
民
健
康
保
険

●
下
水
道
事
業

●
介
護
保
険

●
後
期
高
齢
者
医
療

魅力あるまちづくりのため多面的な事業を展開する予算を高く評価
公明党　３名　認定

　平成28年度予算は第5期基本構
想に基づき、新しいまちづくりの
スタートとなる予算編成がなされ
た。行政評価システムによる予算
編成と、財政健全化で歳入増・歳
出減に取り組んでいる。また、市
民税などの収納率向上により補助
金として約8500万円の歳入増を
確保し市債発行額は大幅に減少し、
臨時財政対策債を計上しない予算
編成となっている。次世代育成の
ために、不妊治療助成事業を新設、
またインクルーシブ教育の推進。
安心・安全の確保に谷保駅のバリ

アフリー化、小中学校の非構造部
材の耐震化、わんわんパトロール
事業を新設している。その他にも
証明書のコンビニ交付事業、がん
健診推進事業、放課後対策推進事
業、地方公会計推進事業など市民
生活にとって重要な事業が含まれ
ている。
　これら一つ一つの事業が「人間
を大切にする」との理念に貫かれ
た予算である。この理念がぶれる
ことなく市民のための市政運営が
継続して行われていくことを期待
してすべての予算に賛成する。

暮らしにお金を使う市政へ
社民党　１名　不認定

　子どもと家庭、学校をつなぐス
クールソーシャルワーカーの増員
や、発達に課題のある子どもを支
援するスマイリースタッフの増員
は評価する。平和・人権施策の平
和の日イベント事業や、休日・夜
間の女性相談事業も大変良い事だ。

その反面、上原元市長に対する取
り立て裁判や国立駅周辺まちづく
りを抜本的に見直さず進める事は
認められない。また、ごみ減量の
方策を示さず家庭ごみを有料化す
る事や保育園民営化は認めない。
財政至上主義に陥ってはダメだ。

国保加入者の８割は低所得！いのちにかかわる大幅値上げ断固反対
こぶしの木　１名　不認定

　平和の日制定、オンブズマン制
度創設、休日夜間の女性電話相談
等の人権・平和施策は評価するが、
加入者の８割が低所得である国保
の平均22%もの大幅値上げを加
入者の状況の検証なく、たった５
か月で決定したことは大問題。深

刻な保育士不足問題がある中で、
公立保育園の民営化は危ない。
122名の保育士は大切。嘱託の正
職化、公立保育園に地域保育セン
ター機能を付加する等の質の保障
こそ優先すべき。大学通りと広い
空を遮る旧国立駅舎復元反対。

保育所の待機児童対策、市を挙げて取り組め！
みらいのくにたち　１名　認定

　全ての予算案について賛成。
　保育所待機児童対策、市を挙げ
て取り組め！保育所新設に関して、
地区的に偏りがでないようあらゆ
る検討をすべきである。子どもの
貧困への対応に力を入れたことは
評価する。文教都市くにたちを形

成していくために、市内教育機関
との連携で市民が「学ぶ」環境を
整備し、自己実現できる場を整え
よ。また、糖尿病等の生活習慣病
やがん検診の充実など予防医療、
そして介護予防事業に財源を投入
し、市民の健康施策に力を入れよ。

市民の安全、安心の生活を脅かし、住民自治を認めない予算に反対
緑と自由の風　２名　不認定

　2016年度予算一般会計、国民
健康保険特別会計に反対、その他
の特別会計には賛成。
　マイナンバー制度は、限りない
犯罪の源泉になり、平和な市民生
活を脅かす制度である。また、国
による管理・監視社会の到来を招
く危険な制度である。個人の自由
を制限するシステムを普及させて
はならない。それは、マイナンバ
ーカード（個人番号カード）の普
及状況にかかっている。国は、カ
ード普及のために、証明書コンビ
ニ交付を自治体に薦めている。初

期費用約3000万円、毎年約1000
万円。試算では、1枚200円の証
明書を発行するのに、2000円のコ
ストがかかる無駄な予算でもある。
　上原元市長を訴えている求償権
裁判の弁護士費用は、佐藤市長が
議会の債権放棄議決を執行すれば
必要のない予算。
　国保特別会計は、値上げに対す
る充分な議論がされていない。自
治体として、配慮すべき人や、幼
児から高齢者まで一律に課税する
均等割の値上げについて配慮が足
らない。



6
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市
と
教
育
委
員
会
、
一
体
と
な
っ
て　

子
ど
も
達
を
守
れ
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

問
福
祉
部
門
と
の
連
携
な
ど
教
育
委
員
会
と

し
て
の
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
を
問
う
。

答
【
教
育
長
】
①
学
校
を
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

と
し
て
貧
困
の
対
応
に
あ
た
る
。
内
容
は
、

学
力
保
障
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
拡
充
で
福
祉
部
門
等
と
の
連
携
を
図

る
。
②
就
学
援
助
制
度
を
し
っ
か
り
保
持
す

る
。
③
放
課
後
学
習
支
援
を
小
学
校
全
校
で

展
開
し
、
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
。

問
も
っ
と
手
話
通
訳
を
活
用
し
、
聴
覚
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
が
、
健
康
講
座
や
介
護
予
防
講

座
に
参
加
し
や
す
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
聴
覚
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
に
対
す
る
配
慮
と

し
て
、
求
め
に
応
じ
て
手
話
通
訳
の
手
配
が

で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

問
聴
覚
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
施
策
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
医
療
・
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
先
進

市
を
調
査
し
、
当
事
者
が
不
便
、
支
障
が
な

い
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

問
雪
に
よ
る
鉄
道
の
遅
延
に
対
し
、
市
と
し

て
Ｊ
Ｒ
に
改
善
を
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
と
し
て
、
雪
の
遅
延
対
策
及
び
き
め
細

か
い
運
行
情
報
の
提
供
を
要
望
す
る
。

複
合
施
設
の
進
め
方
と
商
店
街
へ
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
普
及
促
進

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
和 

祥
郎  

議
員

問
国
立
駅
南
口
公
共
施
設
整
備
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
商
業
ゾ
ー
ン
へ
の
地
元
出
店
枠
、

市
内
業
者
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
地
場
野

菜
の
マ
ル
シ
ェ
、
飲
食
店
へ
の
積
極
的
な
地

場
野
菜
利
用
促
進
が
で
き
な
い
か
。

答
複
合
施
設
の
機
能
を
再
検
討
し
て
い
る
。

地
元
枠
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
在
り
方
は

今
後
検
討
す
る
。
【
市
長
】
複
合
施
設
に
は

商
業
施
設
を
入
れ
る
こ
と
は
今
考
え
て
い
な

い
。
施
設
設
計
に
つ
い
て
は
国
立
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
四
団
体
協
議
会
に
地
元
の
商
店
会

や
商
工
会
等
の
意
見
を
総
括
し
て
い
た
だ
き

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
月
一
回
程
度
意

見
交
換
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問
地
場
野
菜
直
売
推
進
の
た
め
の
バ
ー
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
導
入
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答
農
業
経
営
改
善
計
画
達
成
の
目
的
の
中
で

直
売
農
家
支
援
と
し
て
考
え
て
い
く
。

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
普
及
と
介
護
予
防
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
商
店
街
や
自
治
会

へ
の
出
前
講
座
推
進
が
で
き
な
い
か
。

答
市
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

他
、
市
制
50
周
年
事
業
に
向
け
て
市
内
イ
ベ

ン
ト
の
総
合
Ｐ
Ｒ
方
法
を
提
案
し
た
。

健
康
増
進
計
画
で
財
政
の
健
全
化

レ
ン
タ
ル
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
子
育
て
応
援

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

問
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
健
康
リ
ス
ク
を
減
ら

せ
る
よ
う
、
小
学
校
の
食
後
の
歯
磨
き
で
虫

歯
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
水
道
の
数
や
衛
生
面
で
の
課
題
は
あ
る
が
、

実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
拡
大
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

問
重
篤
な
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
全

て
の
市
民
が
気
軽
に
受
診
で
き
る
ワ
ン
コ
イ

ン
健
診
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
市
民
全
体
の
健
康
作
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
実
施
方
法
な
ど
含

め
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
買
物
客
が
ゆ
っ
く
り
市

内
を
回
遊
で
き
る
よ
う
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
子
育
て
世
代
に
有
効
で
地
域
活
性
が
図
れ

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
団
体
の
協
力

も
仰
ぎ
な
が
ら
模
索
し
て
い
き
た
い
。

問
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者
差
別
解
消

法
に
向
け
て
、
学
校
現
場
で
の
運
用
と
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

答
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
教
員
や
保
護
者
へ
の
周

知
や
共
通
理
解
が
不
可
欠
。
細
や
か
な
協
議

を
重
ね
な
が
ら
丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
普

及
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答
東
京
都
自
治
調
査
会
及
び
他
市
と
の
共
同

事
業
の
中
で
検
討
し
た
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市
民
参
加
は
。

答
体
育
協
会
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の

協
力
を
得
て
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

問
東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
が
老
朽
化
に
伴
う
改
修
を
行
う
。
利
用

者
か
ら
は
ト
イ
レ
改
修
の
要
望
が
あ
る
。

問
固
定
資
産
台
帳
整
備
の
進
捗
は
。

答
平
成
27
年
度
は
台
帳
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。

今
後
は
新
規
取
得
及
び
除
却
資
産
を
管
理
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
。

問
小
中
学
生
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
撤
廃

を
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
検
討
の
進
捗
は
。

答
小
学
校
３
年
生
ま
で
所
得
制
限
を
撤
廃
し

た
。
６
年
生
ま
で
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
青
柳
北
側
地
域
の
集
会
施
設
設
置
事
業
の

進
捗
は
。

答
市
が
管
理
す
る
土
地
を
貸
与
す
る
。
集
会

施
設
建
設
費
用
に
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
等
を
あ
て
る
。

南
部
地
域
の
都
市
基
盤
整
備
を

実
行
す
る
政
策
提
言
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
谷 

俊
樹  

議
員

問
南
部
地
域
は
成
熟
社
会
の
転
換
と
言
う
に

は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
新
し
い
基
本
構
想

に
な
っ
て
も
「
南
部
地
域
整
備
基
本
計
画
」

は
活
か
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答
計
画
期
間
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
基

本
的
な
方
向
性
。

問
「
道
路
及
び
水
路
の
整
備
基
金
」
の
過
去

と
今
後
の
活
用
方
法
は
。

答
赤
道
及
び
水
路
分
の
積
み
立
て
は
過
去
に

支
出
は
な
い
。
今
後
の
活
用
方
法
は
基
金
条

例
の
設
置
目
的
に
も
書
か
れ
て
い
る
通
り
、

市
が
管
理
す
る
狭
あ
い
道
路
等
の
整
備
の
資

金
に
充
て
る
た
め
活
用
す
る
。

問
狭
あ
い
道
路
を
整
備
す
る
制
度
は
国
立
市

に
は
な
い
が
、
他
市
の
取
り
組
み
は
。
財
源

も
あ
る
の
で
早
期
に
制
度
設
計
を
考
え
て
ほ

し
い
。
制
度
が
あ
れ
ば
狭
あ
い
道
路
の
整
備

が
確
実
に
進
み
安
全
な
ま
ち
に
な
る
。

答
近
隣
６
市
で
は
制
度
、
要
綱
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
。

他
、
農
地
の
保
全
に
対
す
る
具
体
策
、
市
独

自
の
積
算
基
準
・
設
計
変
更
を
、
富
士
見
台

第
406
号
線
に
つ
い
て
質
問
。

親
子
の
安
心
・
安
全
な
国
立
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

問
就
学
時
前
の
発
達
支
援
の
今
後
の
取
り
組

み
を
問
う
。

答
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
保
護
者
の
方
々

へ
向
け
、
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
る
。
発
達
の
気

に
な
る
お
子
さ
ん
の
成
長
を
促
す
接
し
方
に

気
づ
く
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
平
成
28
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
見
通

し
を
問
う
。

答
平
成
27
年
度
４
月
当
初
と
比
較
し
て
27
名

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
支
障
の
な
い
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
４
年
生
と
な
る
４

月
１
日
か
ら
１
週
間
、
試
行
的
に
保
育
を
実

施
し
、
今
後
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
進
め
て
い
く
。

問
ほ
う
か
ご
キ
ッ
ズ
は
原
則
週
２
回
の
開
催

だ
が
、
地
域
に
即
し
た
拡
充
を
で
き
な
い
か
。

答
児
童
館
事
業
・
放
課
後
学
習
事
業
と
の
連

携
を
含
め
、
関
係
機
関
と
協
議
・
連
携
し
て

検
討
を
進
め
た
い
。

問
３
月
10
日
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト

す
る
子
育
て
ア
プ
リ
を
児
童
館
活
動
の
告
知

な
ど
情
報
発
信
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
が
拡
散
す
る
よ
う

ア
プ
リ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

動
き
出
し
た
！
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
「
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

問
「
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談
窓
口
」
開

設
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
一
元
化
し

市
民
が
わ
か
り
や
す
く
相
談
で
き
る
窓
口
開

設
を
目
指
し
て
、
関
係
部
署
と
連
携
し
子
ど

も
家
庭
部
内
に
お
い
て
検
討
を
進
め
る
。

問
子
育
て
に
関
す
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

目
指
し
、
妊
娠
届
提
出
時
に
保
健
師
や
助
産

師
な
ど
の
専
門
職
が
初
め
て
面
談
す
る
際
妊

婦
さ
ん
に
対
し
て
行
う
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
配

布
事
業
実
施
に
む
け
て
の
検
討
結
果
を
問
う
。

答
平
成
28
年
度
中
実
施
を
目
指
し
準
備
を
は

じ
め
た
。
こ
の
事
業
の
肝
で
あ
る
専
門
職
が

行
う
妊
婦
の
方
と
の
面
接
の
体
制
に
つ
い
て
、

政
策
経
営
部
や
子
ど
も
家
庭
部
と
現
在
調
整

中
で
あ
る
。

問
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
目
指
す
と

同
時
に
、
子
育
て
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
の

商
業
振
興
が
果
た
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

答
子
育
て
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
事
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
商
工
会
・
商
店
会
と

連
携
し
「
子
育
て
支
援
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
商
工
振
興
を
は
か
っ
て
い
く
。

他
、
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
質
問
。

佐
藤
市
政
の
平
成
28
年
度
予
算

編
成
作
業
と
市
政
施
策
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
塚 

陽
一  

議
員

問
市
長
は
施
策
実
現
の
た
め
何
を
す
る
の
か
。

答
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
個
人
市
民
税
の
減

少
が
想
定
さ
れ
る
の
で
次
世
代
の
育
成
、
安

心
・
安
全
の
確
保
、
国
立
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

を
図
り
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
の
実
践
に
努
め
る
。

問
想
定
さ
れ
る
少
子
化
と
生
産
年
齢
の
人
口

減
少
に
つ
い
て
の
施
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
す
く
す
く
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
国
立
に
住
み
た
い
、
子
育
て
を

し
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

問
国
立
駅
周
辺
整
備
は
市
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮

し
た
施
設
や
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
等
は
ど
う
か
。

答
駅
舎
は
再
構
築
。
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
を
活

か
し
施
設
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
う
。

問
中
一
丁
目
の
回
遊
道
路
は
で
き
な
い
の
か
。

答
引
き
続
き
検
討
・
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問
南
部
地
域
の
基
盤
整
備
と
市
道
の
整
備
は
。

答
国
立
市
南
部
地
域
整
備
基
本
計
画
に
よ
り
、

優
先
整
備
路
線
の
施
行
と
財
政
担
当
と
協
議
。

問
義
務
教
育
課
程
の
児
童
・
生
徒
の
医
療
費

を
親
の
所
得
に
関
係
な
く
無
料
化
は
ど
う
か
。

答
低
学
年
に
は
一
部
実
施
し
て
い
る
が
罹
患

率
や
財
政
状
況
を
勘
案
し
検
討
し
た
い
。

上
原
元
市
長
に
国
立
市
は

４
千
３
百
万
も
請
求
す
る
べ
き
で
は
な
い

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口 

博  

議
員

問
佐
藤
市
長
が
、
住
民
訴
訟
控
訴
審
の
審
議

中
に
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

上
原
元
市
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
金
約

４
千
300
万
円
（
遅
延
金
含
む
）
が
確
定
し
た
。

国
立
の
景
観
を
守
ろ
う
と
し
た
市
民
か
ら
支

持
さ
れ
て
公
約
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
上
原

元
市
長
に
対
し
て
佐
藤
市
長
が
一
方
的
に
訴

訟
を
取
り
下
げ
て
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
。

元
市
長
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
剥
奪
し
て

損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
は
、
市
長
と
し
て

や
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
佐
藤
市
長

は
、
訴
訟
取
り
下
げ
を
是
と
し
て
求
償
（
損

害
賠
償
を
求
め
る
）
し
て
い
る
の
か
。

答
【
市
長
】
私
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
違
っ
た

発
言
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
裁
判
が
終
わ
っ
た

後
、
答
弁
す
る
。
今
は
言
葉
を
差
し
控
え
る
。

問
建
物
の
高
さ
制
限
を
す
る
地
区
計
画
は
、

市
民
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
上
原
元

市
長
が
扇
動
し
た
」
の
で
は
な
い
こ
と
を
国

立
市
は
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
何
故
、

上
原
元
市
長
に
求
償
す
る
理
由
に
す
る
の
か
。

答
【
市
長
】
庁
議
の
席
上
、
一
般
市
民
の
方

が
入
っ
て
こ
ら
れ
て
主
張
さ
れ
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
私
は
猛
反
発
し
た
。
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貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
の
充
実
を

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

問
独
り
暮
ら
し
で
ま
だ
介
護
は
必
要
と
し
な

い
が
、
生
活
面
の
支
援
が
必
要
な
方
に
対
す

る
施
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
市
内
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
75
歳

以
上
の
方
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
、
リ

ス
ク
の
保
有
が
な
い
か
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問
国
立
市
の
特
養
ホ
ー
ム
整
備
率
は
多
摩
26

市
中
４
番
目
に
低
い
が
、
特
養
の
増
設
は
急

務
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

答
現
在
市
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
要
介
護
と
な
っ
て

も
施
設
で
は
な
く
自
宅
で
過
ご
せ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

問
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て
、
公
立
保
育
園

は
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
実
質
地
方
公
共

団
体
の
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ
と
が
財
政
的

に
厳
し
く
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
国
に
意
見

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
審
議
会
の
中
で
国
の
見
解
も
十
分
に
議
論

し
た
。
そ
の
中
で
は
私
立
公
立
の
概
念
は
払

拭
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
行
政
課
題
は
保
育

士
の
待
遇
の
整
備
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

他
、
待
機
児
問
題
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
、

中
地
域
の
通
学
路
に
つ
い
て
質
問
。

安
心
・
安
全
で
次
世
代
を
育
成
す
る

国
立
市
の
将
来
像
を
問
う

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

問
第
５
期
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
実
現

の
た
め
、
町
の
安
心
・
安
全
確
保
の
方
法
は
。

答
防
災
は
防
災
体
制
充
実
、
自
発
的
な
防
災

活
動
促
進
等
を
進
め
る
。
防
犯
は
防
犯
体
制

作
り
促
進
、
市
民
の
意
識
向
上
等
を
目
指
す
。

問
新
た
な
施
策
と
し
て
未
就
園
児
自
宅
保
育

給
付
金
の
実
施
が
で
き
な
い
か
。

答
相
当
な
財
政
負
担
が
必
要
で
あ
り
、
現
行

実
施
し
て
い
る
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
施
策
等
の
検
討
を
進
め
た
い
。

問
国
立
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
た
め
の
具
体
策
は

あ
る
の
か
。

答
「
文
教
都
市
く
に
た
ち
」
は
、
南
部
地
域

を
含
め
た
全
体
と
し
て
の
文
教
都
市
で
あ
り
、

南
部
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
市

全
体
の
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
た
い
。

問
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
体
育
協

会
は
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

答
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
今
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
も

力
を
借
り
な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
く
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

他
、
学
校
開
放
予
約
と
総
合
体
育
館
予
約
の

連
携
が
で
き
な
い
か
質
問
。

行
政
評
価
の
更
な
る
活
用
に
よ
り

時
代
に
即
し
た
自
治
体
経
営
を
！

新
し
い
議
会　
　

渡
辺 

大
祐  

議
員

問
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
促
進

の
た
め
に
行
政
評
価
を
よ
り
効
果
的
に
活
用

す
べ
き
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
乗
せ
る
た

め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
新
規
事
業
の
計
上
に
対
し
統
廃
合
で
き
て

い
る
事
業
は
大
変
少
な
い
。
実
効
性
担
保
の

た
め
に
努
力
す
る
。

問
事
業
の
統
廃
合
は
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ

て
進
め
る
べ
き
。
事
業
縮
小
の
一
方
で
時
代

に
即
し
た
新
し
い
ニ
ー
ズ
の
事
業
化
が
管
理

職
の
責
任
だ
。
「
や
る
か
、
や
ら
な
い
か
」

と
い
う
覚
悟
が
必
要
だ
が
市
長
の
考
え
は
。

答
【
市
長
】
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
て

は
仕
事
は
進
ま
な
い
。
〝
市
民
の
最
善
の
利

益
の
た
め
に
何
を
為
す
か
〞
が
職
員
に
問
わ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
広
報
紙
の
統
合
に
つ
き
今
後
の
検
討
は
。

答
市
報
に
お
い
て
は
統
合
の
可
能
性
は
否
定

し
て
い
な
い
。
公
民
館
だ
よ
り
は
事
務
事
業

評
価
委
員
会
の
答
申
と
市
民
意
識
調
査
の
結

果
を
受
け
止
め
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

他
、
義
務
教
育
過
程
に
お
け
る
主
権
者
教
育

に
つ
い
て
と
教
委
と
選
管
の
選
挙
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
。

私
達
の
税
金
を
命
と
暮
ら
し
を

守
る
施
策
に
も
っ
と
生
か
す
工
夫
を

日
本
共
産
党　
　

尾
張 

美
也
子  

議
員

問
他
の
社
会
保
険
に
は
な
い
子
供
一
人
に

３
万
円
掛
る
国
保
税
の
均
等
割
は
減
免
を
。

答
減
免
は
制
度
上
可
能
だ
が
、
他
の
子
育
て

支
援
を
行
う
の
で
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

問
一
人
親
の
貸
与
奨
学
金
の
利
用
実
績
は
。

答
平
成
21
年
度
49
件
。
26
年
度
15
件
。

問
貸
与
奨
学
金
の
利
用
控
え
を
聞
く
。
貧
困

の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
も
一
人
親
給
付
制
奨

学
金
を
母
子
支
援
の
基
金
で
創
設
を
。

答
無
利
子
貸
与
奨
学
金
制
度
や
大
学
・
企
業

の
奨
学
金
手
続
き
の
相
談
事
業
を
行
う
。

問
国
立
市
の
不
登
校
率
は
全
国
と
比
べ
高
い
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
支
援
員
な
ど
の
連
携
充
実
を
。

答
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
不
登
校
の
子
供
の
55
％
を
支
援
。

今
年
度
増
員
し
、
支
援
充
実
を
図
る
。

問
グ
リ
ー
ン
パ
ス
有
料
化
で
高
齢
者
の
体
育

館
利
用
が
月
約
千
人
減
り
医
療
費
増
額
に
関

係
あ
る
と
思
う
。
減
免
制
度
の
復
活
を
。

答
減
少
し
た
が
無
料
に
す
る
考
え
は
な
い
。

問
40
ℓ
１
袋
80
円
の
ご
み
有
料
化
よ
り
紙
ご

み
の
資
源
化
、
分
別
施
策
を
徹
底
す
べ
き
。

答
有
料
化
が
ご
み
減
量
に
有
効
と
考
え
る
。

他
、
学
校
の
組
体
操
、
近
隣
開
放
型
都
営
住

宅
の
集
会
所
支
援
、
都
計
道
の
活
用
を
問
う
。

付
加
価
値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

問
ご
み
問
題
審
議
会
最
終
答
申
へ
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
、
意
見
交
換
会
で
は
戸
別

収
集
に
つ
い
て
の
意
見
は
ど
ん
な
意
見
が
多

か
っ
た
の
か
。

答
戸
別
収
集
に
反
対
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

問
そ
れ
ら
を
う
け
て
市
は
戸
別
収
集
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
こ
れ
ま
で
通
り
の
集
積
所
方
式
を
維
持
し

つ
つ
、
諸
条
件
に
よ
り
難
し
い
場
合
は
戸
別

も
行
う
と
い
う
柔
軟
な
対
応
に
努
め
た
い
。

問
最
低
敷
地
面
積
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

答
最
低
敷
地
面
積
を
設
け
る
こ
と
は
町
並
み

の
保
全
と
い
う
目
的
で
は
有
効
な
施
策
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
規
制
を
か
け

る
の
は
地
権
者
の
合
意
が
必
要
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
く
る
。

問
市
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
自
粛
要
請
を
解
除

で
き
な
い
か
。

答
関
係
部
署
と
も
協
議
し
な
が
ら
慎
重
に
対

応
を
検
討
し
た
い
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
で
き
る
だ
け
申
請
書
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
な
い
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

く
中
で
整
理
す
る
。

民
営
化
よ
り
、
４
つ
の
公
立
保
育
園
を

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
に
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

問
国
立
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
中
央
線
で
一
番

大
型
に
な
っ
た
理
由
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
の

設
置
に
む
け
て
開
か
れ
た
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

団
体
と
Ｊ
Ｒ
の
懇
談
会
の
成
果
は
。

答
【
市
長
】
し
ょ
う
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

優
先
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
と
市

と
当
事
者
団
体
と
三
位
一
体
で
努
力
す
る
。

問
国
保
の
大
幅
値
上
げ
に
対
す
る
実
感
は
。

答
【
市
長
】
平
均
22
％
の
数
字
に
驚
い
た
が
、

赤
字
額
の
伸
び
の
大
き
さ
は
想
定
外
。
平
成

30
年
か
ら
の
広
域
化
に
な
っ
た
ら
恐
ろ
し
い
。

問
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
30
年
た

つ
が
、
女
性
の
貧
困
や
非
正
規
労
働
の
多
さ

は
深
刻
。
条
例
制
定
と
並
行
し
て
男
女
平
等

課
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
駅
前
に
予
定
し
て
い
る
女
性
総
合
相
談
機

能
等
も
視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
嘱
託
員
の
８
割
は
女
性
。
正
職
化
検
討
を
。

答
全
嘱
託
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

問
公
立
保
育
園
の
民
営
化
の
前
に
公
立
保
育

園
を
地
域
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
子
育

て
総
合
相
談
や
出
前
保
育
等
の
保
育
の
質
と

施
策
強
化
こ
そ
や
る
べ
き
で
は
。

答
保
育
審
議
会
で
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

家
庭
ご
み
の
有
料
化
よ
り
、

市
民
と
減
量
の
方
策
を
考
え
る
べ
き
だ

社
民
党　
　

藤
田 
貴
裕  
議
員

問
ご
み
問
題
審
議
会
は
Ｈ
32
年
度
に
可
燃
ご

み
量
を
、
Ｈ
25
年
度
に
比
べ
20
％
削
減
す
る

目
標
を
答
申
し
た
が
、
目
標
達
成
の
手
段
に

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
入
っ
て
い
な
い
。
生
ご
み
を
捨
て
る
際
、

仮
に
全
世
帯
で
水
切
り
し
て
も
ら
え
る
と
約

３
％
の
減
量
と
な
る
。
家
庭
系
可
燃
ご
み
の

中
に
約
13
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
ご
み

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
分
別
の
徹
底
も
合
わ

せ
減
量
に
結
び
つ
く
と
考
え
る
。

問
家
庭
ご
み
の
処
理
費
用
は
い
く
ら
か
。

答
１
㎏
当
た
り
燃
や
し
て
処
理
す
る
と
25
円

49
銭
か
か
る
。
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引
き
渡
す
と
57
銭

だ
。
紙
ご
み
は
有
価
物
と
し
て
６
円
の
売
り

払
い
単
価
と
な
っ
て
い
る
。

問
家
庭
ご
み
減
量
の
た
め
、
経
費
も
含
め
市

民
に
知
ら
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
市
民
か
ら
容
プ
ラ
等
、
ご
み
が
多
様
化
し

分
別
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

ご
み
減
量
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｈ
Ｐ
で
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
を
し
た
い
。

問
有
料
化
よ
り
減
量
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
く
ル
ー
ル
を
作
る
。

市
は
正
確
な
現
状
把
握
と
分
析
を
!!

新
し
い
議
会　
　

稗
田 

美
菜
子  

議
員

問
耐
震
化
率
に
つ
い
て
民
間
の
建
物
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
特
定
建
築
物
は
平
成
26
年
で
89
･
５
％
。

市
内
の
住
宅
は
84
･
３
％
に
な
っ
て
い
る
。

問
統
計
調
査
で
は
な
く
実
態
調
査
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
平
成
22
年
度
に
行
っ
た
。

問
耐
震
化
率
を
上
げ
る
働
き
か
け
は
し
て
い

る
の
か
。

答
平
成
26
年
度
に
耐
震
フ
ェ
ア
の
開
催
時
に

100
件
程
度
、
平
成
22
年
度
の
デ
ー
タ
に
基
づ

き
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
た
。

問
減
災
対
策
に
つ
い
て
安
否
確
認
情
報
は
市

は
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
る
の
か
。

答
避
難
所
の
避
難
者
名
簿
と
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
の
活
用
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

問
国
立
市
の
貧
困
の
現
状
に
つ
い
て
ど
う
分

析
し
、
何
を
課
題
と
考
え
て
い
る
か
。

答
生
活
保
護
率
や
生
活
困
窮
者
の
方
の
ふ
く

ふ
く
窓
口
で
の
相
談
件
数
、
就
学
援
助
の
認

定
率
な
ど
多
角
的
に
分
析
し
、
実
情
を
逃
さ

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他
、
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
効
率
性
と
投
票

率
改
善
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
み
を
質
問
。

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
暮
ら
し
、

景
観
裁
判
な
ど
質
問

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

問
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
国
立
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
の
見
直
し
と
今
後
の
取
り
組
み
、

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
（
案
）
に
つ

い
て
、
③
谷
保
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
問
う
。

答
①
９
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
宅
構
想
は

や
や
後
退
し
て
い
る
。
１
階
の
商
業
空
間
を

も
う
け
る
こ
と
の
考
え
は
な
い
。
旧
国
立
駅

舎
に
つ
い
て
は
、
図
書
に
触
れ
ら
れ
る
空
間

を
つ
く
る
。
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
10
号

線
の
用
地
買
収
の
残
り
１
件
は
、
平
成
28
年

度
中
の
契
約
を
目
指
し
て
い
る
。
自
転
車
駐

輪
場
の
建
設
計
画
は
、
用
地
取
得
費
な
ど
総

額
41
億
９
千
660
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
国
立

駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
は
存
続
す
る
。
②

現
在
の
第
３
次
事
業
計
画
を
継
続
し
て
優
先

整
備
路
線
に
す
る
。
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
は
、
試
行
運
行
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問
国
保
税
の
値
上
げ
の
負
担
は
。

答
１
人
当
た
り
１
万
６
千
728
円
、
１
世
帯
当

た
り
２
万
６
千
370
円
。

他
、
景
観
裁
判
で
市
は
損
害
賠
償
請
求
は
し

な
い
決
意
を
す
べ
き
と
要
望
。

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問（要旨）につきましては、各議員本人がまとめたものをもとに掲載しております。
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福祉保険委員会(委員長：石井伸之　副委員長：尾張美也子　委員：髙柳貴美代、石井めぐみ、青木淳子、上村和子、望月健一 )

会派の構成人数により質問時間が異なる
ため、文字数に違いがあります。
☆市長施政方針表明の全文は市のＨＰ、
概要は市報４月５日号をご覧ください。

市長施政方針に対する
　　会派代表質問（要旨）

問人権・平和・男女共同参画を推進す
る施策を学校教育に生かしていくのか。
答戦争を２度と繰り返してはならない
とのカリキュラムを実施していく。
問待機児ゼロを目指しどのような支援
を考えているのか。
答待機児解消と合わせて保護者の学習、
就業の場の保証に関して考えたい。
問生涯学習とスポーツにはどのような
取り組みをしていくのか。
答しょうがいの有無に関わらずスポー
ツが楽しめるようにしたい。
問子どもを産み育てたい市民を支援す
るために、具体策を想定しているか。
答人口減少対応として、まずは集合住
宅における過疎化問題に取り組みたい。
問谷保地域の公共交通を福祉の視点か
らどのように捉えているのか。
答公共交通会議の委員とともに福祉の
視点で考えていきたい。

問平和をめぐる問題で、安倍政権の安
保法制法の成立で、立憲主義、民主主
義、平和主義が大きく変貌するなか、
市は何を発信していくのか。
答戦争の悲惨さを訴えていくと同時に
二度とこのような惨禍が起きないよう、
阻止にむけて努力する。
問子育て支援子どもの貧困対策をどう
進めるのか。子供の医療費助成の拡充
など具体的な取り組みは。
答医療費助成拡充は、財政問題と連動
する。相談しながら対応する。
問市民の健康づくり、市民の生命・財
産を守るのが自治体の使命では。
答市民の健康づくりの具体的施策につ
いて答申を頂いた。健康な市民生活は、
健康なまちづくりにつながる。
問大型開発のまちづくりの見直しを。
答投資とは何を意味するのか、市民合
意のなかで進めるべきだと思う。

問少子化の原因とどのような対策を考
えているのか。
答若い職員を研修し、合計特殊出生率
は少なくとも1.4ぐらいまでには近々
押し上げていきたい。
問子どもの貧困の対策として親の世代
がある程度の金銭的時間的余裕を持っ
て子どもに向き合える環境をつくり応
援していく必要が市にあると思うがど
う考えているのか。
答行政あるいは、地域社会、兄弟など
が支え合うという体質をつくらなけれ
ばいけないと思っている。
問待機児童ゼロはどのような手法でと
りくんでいくのか。
答ゼロは追い求めなければならない数
字であり、それに近づく努力というの
は不断に行わなければいけない。小規
模の保育所や、個人の家とか、子育て
が終わった人との協力など、箱物をつ
くるというだけではなくて、アイデア
を出しながら対応しようと考えている。
問財政健全化取り組み一覧と政策事業
一覧を比較し、新規・拡大する事業が
圧倒的に多くなっており無理が生じて
きていないか。
答市長退職金を０にし、給与は副市長
教育長とともに削減している。職員の
給料も削減した。今後は超勤問題も解
決することが必要。

問1960年代に国立町の政治を揺るが
した「砂利穴事件」をめぐって、後の
市長が元町長を訴えた損害賠償裁判は、
高裁の差戻審で「実質的損害がない」
と町長の逆転勝訴が判決確定するまで
四半世紀かかった。大学通り高層マン
ション紛争を蒸し返した、元市長への
高額取立て裁判についても、政治紛争
を次世代に背負わせる覚悟はあるのか。
答覚悟というよりも、司法判断を粛々
と執行させていただく。
問「少子化に立ち向かう」というが、
超高齢化や生活困窮にまちぐるみで対
応することが、結

・ ・ ・ ・
果的に子どもが育ち

やすいまちになるのではないか。
答同意するが、同時に地域社会の問題
でもあることを認識して対応したい。

問財政改革のＰＲが不足しているので
はないか。財政改革審議会の答申を受
け、経常収支比率改善の意識を強くア
ピールする必要があるのでは。
答経常収支比率１ポイント動かすのに
１億５千万円必要。ベストは80％台
だが、任期中に93～95ぐらいに抑え
込みたい。財政健全化条例をつくった
ので、その目標数値を示して、対応し
ていきたい。ＰＲ不足は、広報担当を
含め、一層の努力をしていきたい。
問個人市民税の増収策は。税金を納め
る世代をまちに呼び込むことが施策上
一番重要。未就園児在宅保育給付金と
いった子育て・子育ちへの施策をやっ
ていくべきではないか。
答子育てにおいて、なにが今一番大事
なのかを考えながら、保護者の方の声
を無にすることなく、検討を続ける。
問法人市民税の増収策は。
答市内の優良企業と企業連絡会を密に
とり、スクラムを組める企業を国立市
に誘致してほしいとお願いしている。
問市域全体の魅力あるまちづくりのた
めの今後の展望について問う。
答４経済団体と話させていただいた際、
ノノワ出店のお店や回遊性の問題があ
がった。安全性の確保や南北市民の交
流について、４経済団体のご協力をい
ただきながら、積極的に進めたい。
問本町地区について、企業誘致として
も中央自動車道のインターチェンジ付
近の活性化が必要では。
答インターチェンジ周辺の優良企業と
連絡をとり、その周辺をどのようにし
ていくのか、頑張っていきたい。
問谷保の原風景保存のみが強調されて
いるが、住民のためのインフラ整備は。
答都市計画道路等の整備は、地権者と
その可能性を相談させていただきたい。

問私の提案をきっかけに「平和の日」
が制定された事は評価。初めての「平
和の日」に市長が発信したい事は何か。
答日本国憲法の前文を全面支持し私自
身の言葉として発信させていただく。
問女性、子ども、若者、高齢者の貧困
問題は深刻。国立市の貧困への認識は。
答貧困は社会的責任として、国、都道
府県、自治体が一緒になって負うべき。
問元市長への求償権裁判の賠償請求額
は4300万円にも。今からでも和解を。
答最高裁判断が出たら、私自身も議会
の皆さまと真摯に対応させていただく。

問「城山さとのいえ」とその前面に広
がる農地、＋αの企画を行い、農業振
興とまちの魅力向上事業を行えないか。
答これから３世代続き、農業を生業と
希望している人だけを対象とした勉強
会を開いている。都に農業特区を申請
し、やる気ある農業者が畑作や稲作を
できるよう努力している。
問商店街は市のイベントに協力してい
るが、その割には仕事の見返りが少な
い。大手だけではなく商店街を元気に
する商業振興策はないのか。
答指摘を肝に銘じて今後頑張る。

問小中学生4,524人のうち、735人が
就学援助を受けている。国立市におい
ても、子どもの貧困は存在する。子ど
も・保護者を一体として、教育委員
会・福祉部門・地域が力をあわせて多
職種で支援する必要がある。子どもの
貧困への対応を問う。
答生まれながらに、生まれた環境によ
って子どもの将来が決まってはならな
い。子どもの人権問題である。子ども
の貧困問題は多職種連携で行わなけれ
ばならない。組織を部ないし課として
ひとつ立ち上げ総括的に対応する。

基本構想を生かし安心・安全の市政を基本構想を生かし安心・安全の市政を
公明党公明党

開発優先から平和・子供の貧困対策を開発優先から平和・子供の貧困対策を
日本共産党日本共産党

さまざまな手段の待機児童対策を！さまざまな手段の待機児童対策を！
新しい議会新しい議会

｢請求権放棄」議決は執行を待っている｢請求権放棄」議決は執行を待っている
緑と自由の風緑と自由の風

財政再建、魅力あるまちで市の発展を財政再建、魅力あるまちで市の発展を
自由民主党・明政会自由民主党・明政会

憲法前文を活かした「平和の日」を！憲法前文を活かした「平和の日」を！
こぶしの木こぶしの木

農業と商業の振興策は何か農業と商業の振興策は何か
社民党社民党

子どもの未来は、日本の未来だ！子どもの未来は、日本の未来だ！
みらいのくにたちみらいのくにたち

同
一
価・
・値
労
働
同
一
賃
金
で

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
く
そ
う

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

問
家
庭
ご
み
の
①
単
純
方
式
と
②
一
定
量
無

料
方
式
（
国
立
方
式
）
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

有
料
化
翌
年
と
５
年
目
に
20
％
以
上
減
量
を

達
成
で
き
た
自
治
体
の
割
合
は
。

答
山
谷
・
ご
み
審
議
会
会
長
の
調
査
に
よ
る

と
、
①
38
％
↓
55
％
、
②
59
％
↓
67
％
。

問
制
度
変
更
の
切
り
札
が
多
い
一
定
量
無
料

方
式
の
方
が
、
単
純
方
式
よ
り
も
減
量
意
識

が
働
き
、
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
目
標
値
ま
で
の
間
（
無
料
部
分
）
で
不
公

平
感
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問
三
小
通
り
の
路
面
標
示
の
改
善
に
よ
り
、

路
側
帯
走
行
の
交
通
違
反
は
減
少
し
た
か
。

答
現
状
の
幅
員
で
は
難
し
い
。
さ
ら
な
る
安

全
対
策
を
調
査
し
、
合
意
形
成
を
図
り
た
い
。

問
旭
通
り
な
ど
の
都
道
に
、
自
転
車
ナ
ビ
マ

ー
ク
の
路
面
標
示
を
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

答
東
京
都
や
警
察
署
と
協
議
し
た
い
。

問
職
員
の
６
割
を
占
め
る
非
正
規
職
の
年
収

165
〜
332
万
円
で
、
一
般
正
職
員
平
均
526
万
円

の
半
分
〜
１
／
４
。
市
が
率
先
し
て
非
正
規

職
の
時
給
ア
ッ
プ
を
目
指
す
考
え
は
な
い
か
。

答
【
市
長
】
一
朝
一
夕
に
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
看
過
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

さ
く
ら
通
り
の
桜
植
え
替
え

南
部
地
域
の
狭
隘
道
路
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

問
さ
く
ら
通
り
の
植
え
替
え
は
何
本
を
予
定

し
て
い
る
か
。
ま
た
市
民
の
理
解
を
得
る
活

動
を
ど
の
様
に
し
て
い
る
か
。

答
沿
道
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
い
見
直
し
の

要
望
を
受
け
て
街
路
樹
診
断
が
Ｃ
判
定
の
21

本
の
桜
の
み
の
植
え
替
え
に
な
る
。
見
直
し

の
説
明
会
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
勉
強
会
、
意

見
交
換
会
、
街
路
樹
診
断
結
果
の
現
地
説
明

会
も
３
回
実
施
し
た
。
撤
去
し
た
桜
を
利
用

し
て
ベ
ン
チ
を
作
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、

乾
燥
さ
せ
る
な
ど
現
状
は
難
し
い
。

問
狭
隘
道
路
整
備
の
今
後
の
方
針
は
。

答
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路
に
接
し
て
い
な
け
れ

ば
、
建
物
が
建
た
な
い
の
で
そ
の
際
に
同
意

し
て
頂
け
れ
ば
寄
附
し
て
も
ら
い
、
整
備
を

進
め
る
。

問
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
済
み
の
建
物
の
前
の
未
整

備
部
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
未
分
筆
で
も
市
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、

無
償
使
用
の
承
諾
書
を
取
り
対
応
で
き
る
。

組
織
改
正
を
す
る
際
、
南
部
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
と
い
う
事
を
ベ
ー
ス
に
狭
隘
道
路
整

備
も
含
め
て
、
１
つ
の
組
織
を
、
部
に
準
ず

る
か
た
ち
で
立
ち
上
げ
て
い
く
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
肝
臓
が
ん
予
防
を
推
進

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  
議
員

問
年
間
３
万
人
が
亡
く
な
る
肝
臓
が
ん
予
防

に
向
け
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
状
況
は
。

答
肝
臓
が
ん
の
原
因
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
慢

性
感
染
に
よ
る
も
の
が
９
割
。
こ
こ
数
年
は

年
間
百
名
弱
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
診
。

広
報
や
案
内
を
行
い
受
診
者
増
に
向
け
努
力
。

問
昨
年
９
月
議
会
で
も
質
問
し
た
（
仮
称
）

資
源
ご
み
持
ち
去
り
防
止
条
例
制
定
状
況
は
。

答
新
た
な
条
例
制
定
で
は
な
く
既
存
の
廃
棄

物
等
の
発
生
抑
制
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改

正
す
る
。
抑
止
効
果
を
高
め
る
為
に
罰
則
を

規
定
し
平
成
28
年
９
月
議
会
に
提
案
す
る
。

問
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
に

向
け
青
柳
３
丁
目
に
あ
っ
た
都
立
多
摩
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
活
用
は
ど
う
か
。

答
国
立
市
域
分
は
５
千
500
㎡
、
準
工
業
地
域

な
の
で
好
条
件
。
た
だ
、
現
在
は
都
有
地
の

た
め
、
情
報
収
集
と
共
に
都
へ
働
き
か
け
る
。

問
甲
州
街
道
み
の
わ
通
り
入
口
か
ら
矢
川
三

丁
目
交
差
点
付
近
の
渋
滞
緩
和
は
。

答
甲
州
街
道
24
時
間
交
通
量
は
矢
川
三
丁
目

交
差
点
東
側
で
２
万
１
千
977
台
、
み
の
わ
通

り
入
口
西
側
で
３
万
６
千
945
台
、
周
辺
道
路

整
備
を
行
い
渋
滞
緩
和
に
向
け
努
力
す
る
。

　平成28年（2016年）『くにたち市議会だ
より』233号（2/5発行）の一般質問掲載内
容について、記事の文字数制限があり、発言
内容の記載が誤解を招く表記となっておりま
したので、次のとおり訂正し、市民の皆さま
並びに関係各位におわび申し上げます。

記

高原議員の一般質問の、2段目3行目から4行目
「今後、くにたち活性化協議会で協議する。」

⬇
「既存店舗への支援等については、別途協議
する。」

掲載記事の訂正とおわびについて

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問（要旨）につきましては、各議員本人がまとめたものをもとに掲載しております。
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